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 要  旨 
現在，我々の生活必需品の原料や，安定的に供給される電気エネルギの多くは化学プラントや
火力・原子力発電所で作られている．このとき原料の供給など流体による物質輸送はすべて配管
系を通して伝達されるが，これら部材は腐食などにより経年劣化が進んでおり，これを放置する
と危険物の漏洩につながり，災害や環境汚染を引き起こす恐れがある．これを防止するため腐食
の位置をモニタする技術の開発が求められている． 
本研究では，大型構造物の健全性の確保を目指し，配管系において腐食で発生する AE を模擬
した擬似ＡＥを発生させ， NN の学習機能を利用した AE 源の位置標定を行う技術を確立するこ
とを目的とする． 
 円筒管では L(0,1),F(1,1),F(2,1) モードの波が伝播しやすいことが報告されており，ソフトウェ
アにより本実験で対象としている 200A の配管用炭素鋼管(SGP)の配管ではこれらのモードの波
の速度はほぼ一致していることがわかった．そこで始めに，配管を伝播する AE 波について広範
囲の周波数ウェーブレット変換を行い，それぞれのモードについての波頭付近の支配的な周波数
を調べ，どの周波数でのウェーブレット変換が波頭の検出に適切であるかを調べた．  
 ここでは 30kHz でウェーブレット変換し，各センサの到達時間差を求め，4 つのセンサと 2 つ
のセンサを用いた 2 つの NN によって配管の AE 源位置標定を行った． 
 その結果，以下の結論を得た． 
 
1. 伝播モード解析とウェーブレット解析の結果，AE 波の伝播距離が 4m 程度の場合高い周波
数は著しく減衰するが，50ｋHz 以下の周波数の成分は比較的減衰せずに伝わることがわか
った． 
2. センサを 4 つ用いて 1 次元位置標定を行ったところ，平均推定誤差は約 1.5％となり，セン
サを 2つ用いて 1次元位置標定を行ったところ，平均推定誤差は約 2％となった． 
3. １次元でおおよその位置標定を行ったあと，４つのセンサを用いた AE 源近傍の２次元標定
によって，高精度の欠陥位置標定ができる． 
 
